
端
方
(-
八
六
―

|―
九―
-
） 、

字
は
午
橋 、

満
洲
正
白
旗
の

人、

姓
は
托
活
洛 、

号
は
陶
斎
（
卸
斎）
・

宝
華
庵 。

両
江
総
督
・

直
棘
総
督
な
ど
を
務
め、

青
銅
器
・

書
画
・

碑
帖
・

碑
石
・

古
玉
・

古
籍
版
本
の
収
蔵
家
と
し
て
名
高
い。

端
が
収
蔵
で
名
を
馳
せ
た
清
末
は、

書
画
の
収
蔵
が
活
況
を
呈
し

(

1
)
 

た
時
期
で
あ
る。

こ
の
時
期
の
政
治
情
勢
と
し
て
は、

西
太
后
（
一

八
三
五
ー

一
九
〇
八）

を
中
心
と
す
る
后
党
と、

光
緒
帝
（
在
位、

一
八
七
五
ー

一
九
0
八）

を
奉
ず
る
帝
党
（
清
流
派）

に
別
れ
て
対

立
し
て
い
た。

前
者
は
李
鴻
章
(-
八
二
三
ー

一
九
0
1
)

ら
の
淮

軍
湘
軍
閥
が
軍
事
を
独
占
し、

後
者
は
官
吏
登
用
試
験
で
あ
る
科
挙

を
掌
握
し
て
い
た。

ゆ
え
に、

科
挙
の
試
験
内
容
も
帝
党
の
学
問
傾

向
が
反
映
さ
れ、

帝
党
に
属
し
て
立
身
出
世
を
は
か
ろ
う
と
す
る
者

に
と
っ
て、

公
羊
学
・

金
石
学
・

地
理
学
の
い
ず
れ
か
に
精
通
す
る

は
じ
め
に

端
方
の
収
蔵
に
お
け
る
近
代
性

ー
中
国
書
画
の
海
外
流
出
の
契
機
ー

こ
と
が
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た。

こ
の
中
で
端
を
含
め
て
帝
党
に
属

し
て
金
石
学
を
追
究
し
た
人
々
は、

青
銅
器
を
は
じ
め、

関
連
す
る

石
刻
・

碑
帖
・

書
画
・

古
籍
版
本
を
競
っ
て
収
蔵
し
た。

ま
た、

清

末
に
は
太
平
天
国
の
乱 、

円
明
園
焼
き
討
ち、

義
和
団
事
件
な
ど
の

度
重
な
る
動
乱
が
勃
発
し、

こ
れ
ま
で
清
内
府
あ
る
い
は
民
間
の
収

蔵
家
に
儲
蔵
さ
れ
て
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
市
場
に
供
給
さ
れ
た
こ

と
も
活
況
を
も
た
ら
し
た
要
因
と
な
っ
た。

端
が
官
界
で
本
格
的
に
活
動
す
る
頃
に
は
す
で
に
帝
党
が
没
落
し、

灌
祖
蔭
(-
八
三
0
|―

八
九
0)
・

呉
大
激
(-
八
三
五
ー

一
九

0
二）
・

王
酪
栄
（
一
八
四
五
ー

一
九
0
0)
・

盛
晃
(-
八
五
0
|

一
八
九
九）

と
い
っ
た
端
と
交
流
の
あ
っ
た
著
名
な
収
蔵
家
の
多
く

も
没
し
て
い
た。

し
か
し、

湖
北
・

湖
南
巡
撫
に
就
任
後
の
端
は
南

方
名
士
か
ら
維
新
を
志
す
象
徴
的
な
存
在
と
目
さ
れ、

そ
の
金
石
趣

味
も
手
伝
っ
て
人
望
を
得
て、

か
つ
て
張
之
洞
(-
八
三
七
ー

一
九

0
九）

に
仕
え
て
い
た
多
く
の
人
物
を
取
り

込
ん
で
幕
府
を
形
成
し

下

田

章

平
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端
は
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
賽
会
（
品
評
会）
に
出
品
し
た。

た。
そ
し
て、

大
官
と
な
っ
た
端
が
職
権
と
財
力
を
も
と
に
新
出
土

の
文
物
や、

上
述
の
物
故
し
た
収
蔵
家
ら
の
良
質
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
吸
収
し
て
古
今
に
冠
た
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た。
さ
ら
に

楊
守
敬
(-
八
三
九
ー一

九一
五）
・

張
祖
翼
(-
八
四
九
ー一

九

一
七）
・

李
裸
拘
(-
八
五
九
ー一

九一
五）
と
い
っ
た
当
代一
流

の
鑑
定
家
に
評
価
さ
せ、

収
蔵
目
録
を
編
纂
す
る
な
ど
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
体
系
化
に
努
め、

清
末
最
大
の
文
物
の
収
蔵
家
に
の
し
上
が
っ

た。
し
か
し、

辛
亥
革
命
で
の
端
の
横
死
に
よ
っ
て、

そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
散
侠
し
た。
ち
な
み
に、

端
の
幕
客
に
は
次
代
の
収
蔵
家

で
あ
る
羅
振
玉
(-
八
六
六
ー一

九
四
0)
や
完
顔
景
賢
(-
八
七

五
ー一

九
三一
）
な
ど
も
お
り、

と
も
に
収
蔵
に
邁
進
し
て
い
た。

端
の
収
蔵
に
関
す
る
研
究
は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る。
そ

こ
で、

本
稿
で
は
端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開 、

図
版
の
出
版
刊
行、

対
外
情
報
発
信
の
側
面
か
ら
端
の
進
歩
的
な
収
蔵
態
度
に
つ
い
て
考

察
し
た
い。
こ
の
こ
と
に
よ
り、

海
外
に
中
国
書
画
が
流
出
し
た
契

機
の一
端
が
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う。
な
お、

本
稿
で
は
引
用
文
献

も
含
め
て
通
行
表
記
に
従
い、
〔
〕

に
は
稿
者
が
補
足
し
た
語
旬

を
記
し、

人
物
の
呼
称
は
略
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開

ま
た、

正
木
直
彦
「
十
三
松
堂

種
々
の
事
情
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
が、

私
設
博
物

館
の
建
設 、

日
本
大
博
覧
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て、

国
内
外
に
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
公
開
し
よ
う
と
考
え
て
い
た。(

2
)
 

賽
会
に
つ
い
て
は、
「
宗
方
小
太
郎
日
記」
明
治
四
二
年
三
月一

日
の
条
に、

…
…

午
後
井
手
三
郎
来
訪 。

家
族
を
伴
ひ
電
車
愚
園
に
至
り

書

画 、

金
石 、

賽
会
を
縦
覧
す。

総
督
端
方
の
出
品
に
係
は
る
三
代

の
祭
器 、

鼎
等
の
数
頗
る
見
る
可
き
者
有
り。
四
時
帰
る。

と
記
さ
れ
る。
こ
れ
は
当
時
上
海
に
滞
在
し
活
動
し
て
い
た
宗
方
小

太
郎
(-
八
六
四
ー一

九
二
三）
が
家
族
と
と
も
に
訪
れ
た
上
海
愚

園
の
金
石
書
画
の
賽
会
で
端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
過
眼
し
た
記
事
で

あ
る。
こ
の
こ
と
は
『
鄭
孝
宵
日
記」
に
も
見
え
る。

端
に
関
わ
る

記
述
は
見
え
な
い
が、

少
な
く
と
も
賽
会
は一
0
日
間
に
わ
た
り

行

(3)
 

わ
れ、

非
常
に
盛
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る。

私
設
博
物
館
の
建
設
に
関
し
て
は、

光
緒
三
三
年
頃
に
は
す
で
に

構
想
し、

直
隷
総
督
と
し
て
北
京
に
戻
っ
た
後
に
琉
璃
廠
の
広
大
な

(

4
)
 

敷
地
に
建
設
し、

宣
統
三
年
末
の
完
成
を
予
定
し
て
い
た。

建
設
中

の
博
物
館
に
は
友
人
を
招
い
て
展
覧
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が、

同
年

の
端
の
横
死 、

そ
れ
に
続
く
辛
亥
革
命
の
勃
発
に
よ
っ
て
建
設
中
止

と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

日
本
大
博
覧
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は、

(93) 



(

5
)
 

日
記」
明
治
四一
年
四
月一
七
日
の
条
に、

金
曜
日
晴
出
勤
清
国
漢
口
在
勤
正
金
銀
行
支
店
長
竹
内
金

（

マ

マ
）

平
早
崎
梗
吉
氏
と
共
に
来
訪
南
京
総
督
端
方
氏
所
蔵
の
金
石
書

画
を
日
本
大
博
覧
会
に
出
陳
希
望
に
付
其
旨
を
日
本
当
局
者
に
伝

言
す
る
こ
と
及
金
石
書
画
の
図
録
を
出
版
す
る
に
付
引
受
方
を
書

陣
と
協
定
す
る
こ
と
の
依
頼
を
も
受
け
た
り
と
て
余
の
意
見
を
求

め
ら
る
余
は一
面
博
覧
会
当
局
者
に
談
す
る
こ
と
と一
面
審
美

書
院
に
協
商
す
る
こ
と
を
約
し
て
別
れ
た
り

と
見
え
る。
こ
れ
は
光
緒
三
四
年
に
両
江
総
督
の
端
が
日
本
大
博
覧

会
の
当
局
者
に
自
身
の
金
石
書
画
を
出
陳
し、

か
つ
図
録
の
出
版
を

依
頼
し
た
も
の
で
あ
る。
こ
こ
で
重
要
な
の
は、

端
が
積
極
的
に
海

外
に
も
収
蔵
品
を
公
開
す
る
意
思
を
持
ち、

従
来
の
金
石
書
画
の
目

録
に
飽
き
足
ら
ず、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
図
録
を
作
成
し
よ
う
と
考
え

て
い
た
点
で
あ
る。

日
記
に
あ
る
「
日
本
大
博
覧
会」
と
は
明
治
四

五
年
に
事
実
上
の
万
国
博
覧
会
と
し
て
計
画
さ
れ、

同
四
0
年
に
準

備
が
開
始
さ
れ
た
が、

財
政
難
の
た
め
翌
年
九
月
に
大
正
六
年
開
催

に
延
期
さ
れ、

結
局
明
治
四
五
年
に
無
期
延
期
（
事
実
上
の
中
止）

(

6
)
 

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る。

端
は
光
緒
二
九
年
に
は
世
界
の
博
覧
会
に

興
味
を
持
ち、

特
に
日
本
の
博
覧
会
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
い
う。

そ
し
て、

両
江
総
督
の
在
任
中
に
中
国
初
の
博
覧
会
で
あ
る
南
洋
勧

(

7
)
 

業
会
を
企
図
し
て
い
る。
こ
の
よ
う
に、

端
は
日
本
開
催
の
博
覧
会

を
注
視
し
て
お
り、

日
本
大
博
覧
会
の
開
催
も
関
心
事
の―
つ
で
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
が、

そ
の
事
実
上
の
中
止 、

し
か
も
端
の
横
死
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
な
い。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
図
版
の
出
版
刊
行

端
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
影
印
本
を
刊
行
し、

美
術
雑
誌
に
図
版
を

(

8
)
 

提
供
し
て
い
る。
「
増
補
校
碑
随
筆」
方
若
の
原
著
部
分
に、

今
三
本
均
在
托
活
洛
氏、

均
有
石
影
本。

（
今
三
本
均
し
く
托
活
洛
氏
〔
端〕

に
在
り、

均
し
く

石
影
本

有
り。）

と
見
え
る
よ
う
に、

端
は
「
西
岳
華
山
廟
碑」
（
原
石
亡
侠）
の
「
三

本」
（
長
垣
本
・

華
陰
本
・

四
明
本）
を
所
蔵
し、

石
印
本
を
作
成

し
た
と
い
う。
ま
た、

小
平
総
治
(-
八
七
六
ー一

九
三
五）
旧
蔵

の
点
石
斎
石
印
長
垣
本
（
個
人
蔵）
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
陳
毅
民
国

二
年
跛
に、

西
岳
華
山
碑
石
早
毀 。

此
長
垣
本、

為
海
内
第一
揚
本。

前
清

端
方 、

以
四
千
金
購
得
之、

時
因
西
法
云
破
璃
版
印
二
千
本、

流

伝
嗜
古
之
士 、

始
獲
観
真
面 。

っ
と

（
西
岳
華
山
碑
の
石
早
に
毀
つ。

此
の
長
垣
本、

海
内
第一
の

揚
本
為
り。

前
清
の
端
方 、

四
千
金
を
以
て
之
を
購
得
し、

時
に

西
法
に
云
ふ
破
璃
版
に
因
り
て
二
千
本
を
印
し、

嗜
古
の
士
に
流

(94) 



伝
し
て、

と
あ
る。

始
め
て
真
面
を
観
る
を
獲
た
り。）

こ
の
跛
は
偽
跛
と
の
指
摘
が
あ
る
が、

清
末
民
初
の
風
聞

(9)
 

を
伝
え
た
も
の
と
し
て
の
資
料
的
価
値
は
あ
ろ
う 。
こ
れ
に
よ
る
と、

端
は
波
璃
版
（
コ
ロ
タ
イ
プ）
で
長
垣
本
二
千
部
を
刊
行
し
た
こ
と

に
な
る
が、

こ
れ
が
上
述
の
私
家
版 、

あ
る
い
は
そ
の
複
製
本
で
あ

る
上
海
有
正
書
局
本
（
刊
行
年
不
明）
に
当
た
る
の
か
は
定
か
で
は

な
い。

し
か
し
な
が
ら、

中
国
の
収
蔵
家
で
影
印
に
よ
る
私
家
版
の

(10)
 

配
布
は、

す
で
に
劉
鴨
(-
八
五
七
ー一

九
0
九）
ら
に
先
行
事
例

が
あ
る
も
の
の、

規
模
の
上
に
お
い
て
は
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
り、

当
時
の
収
蔵
界
に
か
な
り
の
衝
撃
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る。

す
な
わ

ち、

当
時
の
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
は、

原
板
の
耐
久
性
が
低
く、

一
版

あ
た
り
千
部
を
超
え
な
い
程
度 、

毛
羽
立
つ
宣
紙
や
絹
本
で
は
三
百

(11)
 

か
ら
五
百
部
程
度
し
か
印
刷
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る。

ま
た、

端
は
「
神
州
国
光
集
j

(
光
緒
三
四
年
二
月
創
刊）
に
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
図
版
を
提
供
し
て
い
る。

同
誌
創
刊
号
に
お
け
る
部

実
(-
八
七
七
ー一

九
五一
）
の
叙
に
は、

収
蔵
家
の
秘
蔵
に
よ
る

亡
侠
を
避
け
る
た
め
に、

影
印
出
版
に
よ
る
「
美
術」
（
主
と
し
て

(12)
 

金
石
・

書
画）

の
公
共
的
鑑
賞 、

眼
福
の
共
有
を
宣
言
し
て
お
り、

図
版
提
供
者
の
端
も
こ
の
部
叙
の
内
容
に
十
分
理
解
を
示
し
た
こ
と

が
窺
え
る。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
対
外
情
報
発
信

上
述
の
よ
う
に、

清
末
は
端、

あ
る
い
は
そ
の
幕
下
に
あ
っ
た
羅

や
景
賢
ら
が
収
蔵
に
邁
進
し
た
時
期
で
あ
っ
た
が、
一
方 、

世
界
に

目
を
む
け
る
と、

冨
田
昇
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

が
終
焉
し、
「
中
国
正
統
美
術」

が
評
価
さ
れ
始
め
た
時
期
に
あ
た

(13)
 

る。

す
な
わ
ち、

義
和
団
事
件
以
後 、

中
国
書
画
を
含
む
文
物
が

徐
々
に
欧
米
に
向
け
て
流
出
し、

辛
亥
革
命
以
後
に
帝
室
や
高
官
の

経
済
的
困
窮
に
よ
っ
て
日
本
を
含
め
た
海
外
へ
本
格
的
に
流
出
し
た

こ
と
が
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る。

ま
た、

光
緒
二
五
年
に
は
甲
骨

が
発
見
さ
れ、

さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
中
央
ア
ジ
ア

へ
派
遣
さ
れ
た
探
検
隊
に
よ
っ
て
敦
煽
文
献
や
簡
讀
な
ど
の
新
出
土

の
文
物
が
大
量
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て、

中
国
の
文
物
全

般
に
対
す
る
関
心
は一
層
高
ま
っ
て
い
た。

さ
て、

当
時
の
多
く
の

大
官
が
排
外
主
義
の
立
場
を
取
っ
て
い
た
が、

端
は
外
国
人
と
も
積

(14)
 

極
的
に
交
流
し、

次
に
挙
げ
る
訪
中
し
た
海
外
の
収
蔵
家
や
研
究
者

ら
と
も
交
流
し
て
い
る。

(
l)
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
(-
八
六
六
—一

九
四
五）

端
が
湖
北
巡
撫
在
任
時
の
光
緒
二
八
年
に
フ
ァ
ー

ガ
ソ
ン

へ

ん
き
ん

(John
 C .
Fer
guson 、

福
開
森）
が
柩
禁
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

(95) 



(

15
)
 

館
蔵
）

を
鑑
賞
し
て
い
る。
フ
ァ
ー

ガ
ソ
ン
は、

カ
ナ
ダ
の
牧
師
の

家
に
生
ま
れ、

幼
少
の
時
に
ア
メ
リ
カ
に
移
住 、
一
八
八
六
年
に
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
を
卒
業
後
す
ぐ
に
宣
教
師
と
し
て
中
国
に
渡
り、

雁

文
書
院
（
南
京
大
学
の
前
身
）

等
を
設
立
し、
一
八
九
九
年
に
「
新

聞
報」
を
創
刊
す
る
な
ど、

中
国
で
生
涯
の
多
く
を
過
ご
し
た。

端

の
新
政
の
顧
問
と
し
て
活
動
し、

収
蔵
方
面
で
も
交
流
を
深
め、

後

に
ア
メ
リ
カ
の
義
和
団
事
件
の
賠
償
金
を
元
手
に、
『
歴
代
著
録
画

目』
『
歴
代
著
録
吉
金
目」
等
の
専
著
を
完
成
さ
せ
て
い
る。

(
2)

犬
養
毅
(-
八
五
五
ー一

九一
11
1

1)
 

犬
養
は
岡
山
県
出
身
の
政
治
家
で、

字
は
子
遠 、

号
は
木
堂 、

内

閣
総
理
大
臣
在
任
中
に
五
・

一
五
事
件
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
こ
と

で
知
ら
れ
る。

文
事
に
も
明
る
＜ 、

漢
学
の
素
養
を
背
景
と
し
て、

詩
墨
を
嗜
み、

刀
剣 、

書
画 、

文
房
四
宝
に
も一
定
の
鑑
識
眼
を
有

し
て
い
た。
こ
の
端
と
犬
養
の
交
流
は、

次
に
引
く

真
島
次
郎
（一

八
八
五
ー一

九
二
五
）

筆
録
の
『
丁
未
戊
申
清
国
漫
遊
日
記」
（
犬

(

16
)
 

養
木
堂
記
念
館
蔵）
の
明
治
四一
年
（
光
緒
三
三
年）
一
月―
一
日

か
ら
同一
三
日
に
見
え
る。

一
月
十一
日
〔―
二
月
八
日〕

土
曜

晴

暖

午
前
七
時、

蕪
湖
着 。

岸
に
上
つ
て
居
留
地
に
な
る
所
を
見
る。

爾

八
時
半 、

出
帆 。

午
後一
時、

南
京
下
関
に
下
船
す。

直
ち
に
督

署
に
到
つ
て
端
方
を
訪
問
す。

午
後
四
時
半 、

領
事
館
に
到
る。

端
〔
方〕

総
督
答
礼
に
来
る。

今
夜 、

訟
津
〔
辰一
郎〕

領
事
の

駕

招
き
に
て
総
督
以
下
の
大
官
と
共
に
晩
餐
の
翌
を
う
く。

出
迎
者

訟
津
〔
辰一
郎〕 、

早
川 、

古
屋 、

何、

鄭、

注。

一
月
十
二
日
〔―
二
月
九
日〕

日
曜

雨

暖

端
〔
方〕

総
督
に
贈
物
す。

午
前
九
時、
〔
訟
津
辰一
郎〕

領

爾

事
の
案
内
に
て
貢
院 、

夫
子
廟
及
明
の
故
宮
を
見
る。
正
午 、

商

多

業
会
議
所
に
於
て
開
か
れ
た
る
日
本
人
会
の
歓
迎
会
に
臨
む 。

清

国
文
武
大
員
三
十
余
名 、

同
じ
く

招
か
れ
て
席
に
在
り。

端
方
よ

り
の
贈
物
到
る。

午
後
七
時、

端
制
台
〔
端
方〕

に
招
待
せ
ら
れ

て
饗
を
う
く。

端
方
秘
蔵
の
古
銅
器
及
書
画
を
見
る。

十
時
帰
館 。

⑱

一
月
十
三
日
〔―
二
月一
0
日〕

日
曜

雨

寒

午
前
十
時、

下
関
に
至
っ
て
舷
を
待
っ 。

舷
遂
に
来
ら
ず。

蔓

船
上
に一
夜
を
明
か
す。

見
送
者

舷
津
〔
辰一
郎〕 、

古
屋 、

松
本、

何、

鄭、

注。

(

17
)
 

こ
の
記
事
は
他
の
文
献
に
も
見
え
て
お
り、

こ
れ
ら
を
統
合
整
理
す

る
と、
一
月―
―
日
の
午
後一
時
（一
時
半
と
も）
に、

犬
養一
行

は
南
京
に
到
着 、

舷
津
辰一
郎
(-
八
七
三
ー一

九
四
七
）

領
事
や

端
の
幕
下
の
三
名
（
委
細
不
明
）

の
出
迎
え
を
受
け、

午
後
二
時
半

に
総
督
府 、

午
後
四
時
半
に
領
事
館
を
訪
問
し、

こ
の
時
に
端
の
答

礼
を
受
け
た。

同
夜
は
南
京
領
事
主
催
で
犬
養
を
主
賓
に、

端
と
布



政
使
を
陪
賓
と
す
る
日
本
料
理
の
歓
迎
晩
餐
会
が
開
か
れ
た。
一
月

―
二
日、

犬
養
は
端
に
贈
答
品
を
贈
り、

午
前
は
訟
津
ら
の
案
内
で

南
京
観
光
に
出
か
け、

正
午
に
は
商
業
会
議
所
に
お
い
て
犬
養
の
主

催
で
端
と
そ
の
幕
僚
三
0
名 、

在
留
日
本
人
名
士
と
と
も
に
昼
食
会

を
行
っ
た。
そ
の
後
端
は
犬
養
に
答
礼
品
を
贈
り、

午
後
七
時
か
ら

-
0
時
ま
で
盛
大
な
晩
餐
会
を
開
催
し、

謬
茎
孫
(-
八
四
四
ー一

九一
九）
を
臨
席
さ
せ
た
上
で、

秘
蔵
の
古
銅
器
や
書
画
を
開
陳
し

て
い
る。
一
月一
三
日
は一
―
日
と
同
じ
く

訟
津
ら
日
本
人
数
名
と

端
の
幕
僚
の
見
送
り
を
受
け
て
上
海
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た。

―
二
日
に
端
か
ら
答
礼
品
が
届
く
が、

こ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
の
古
刻

(18)
 

の
拓
本
（
木
錐
室
蔵）
で
あ
る。

犬
養
の
iB
外
題
袋
に、

揚
本。

戊
申
正
月
於
清
国
南
京
木
堂
題。

（
揚
本。

戊
申
正
月
清
国
南
京
に
於
い
て
木
堂
題
す。）

と
あ
り、
「
木」

朱
文
円
印
が
押
さ
れ
て
い
る。
ま
た、

端
の
題
に、

埃
及
五
千
年
古
刻
揚 、

奉
犬
養
先
生
疋
竪 。

丁
未
嘉
平 、

端
方

題。（
埃
及
五
千
年
の
古
刻
揚 、

犬
養
先
生
の
疋
墜
に
奉
ず。

丁
未

嘉
平 、

端
方
題
す。）

と
あ
り、
「
端
方
之
印」

白
文
方
印
が
押
さ
れ
る。

端
は
五
大
臣
の

一
人
と
し
て
出
洋
し
た
光
緒
三
三
年
五
月
四
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て

カ
イ
ロ
観
光
に
出
か
け
て
い
る
が、

こ
の
と
き
に
象
形
文
字
を
刻
ん

だ
石
碑
数
十
点
と、

王
や
后
の
半
身
像
を
入
手
し
た。
し
た
が
っ
て、

こ
の
拓
本
は
カ
イ
ロ
で
入
手
し
中
国
に
持
ち
帰
っ
た
石
碑
を
採
拓
し

た
も
の
で
あ
ろ
う。
な
お、

同
種
の
拓
本
は
孫
胎
譲
(-
八
四
八
ー

一
九
〇
八）
や
雷
悦
(-
八
八
ニ
ー一

九
三
三）
に
も
贈
ら
れ
て
お

(20)
 

り、

端
の
自
慢
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る。

ま
た、

犬
養
は
同
日
の
午
後
七
時
か
ら
一
0
時
ま
で、

盛
大
な
晩

餐
会
に
出
席
し、

端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
過
眼
し
て
い
る。
「
古
銅

器」

の
委
細
は
不
明
で
あ
る
が、

書
画
に
関
し
て
は、

次
に
示
す
犬

養
の
観
記
に
よ
っ
て
そ
の一
斑
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る。

①
「
察
忠
恵
公
謝
賜
御
書
表
詩
巻」
（
台
東
区
立
書
道
博
物
館
蔵）

(21)
 

戊
申
正
月
十
二
日
観 。

日
本
東
京
犬
養
毅 ゜

（
戊
申
正
月
十
二
日
に
観
る。

日
本
東
京
犬
養
毅 。）

②
「
黄
文
節
公
王
史
二
墓
志
稿
真
蹟
巻」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵）

明
治
戊
申
正
月
十
二
日
拝
観 。
蓋
天
下
第一
墨
宝 。

後
学
犬
養

鰹
（
明
治
戊
申
正
月
十
二
日
に
拝
観
す。

蓋
し
天
下
第一
の
墨
宝

た
り。

後
学
犬
養
毅 。）

③
「
晋
顕
憔
之
洛
神
図
巻」
（
フ
ー
リ
ア
美
術
館
蔵）

(23)
 

明
治
戊
申
正
月
拝
観 。

日
本
備
中
犬
養
毅 ゜

（
明
治
戊
申
正
月
拝
観
す。

日
本
備
中
犬
養
毅 。）

(24)
 

こ
れ
ら
は
端
の
未
刊
の
書
画
目
録
で
あ
る
『
壬
寅
消
夏
録』
に
収
録

(97) 



（
①
は
第
二
冊 、

②
は
第
三
冊 、

③
は
第一
冊）
さ
れ
て
お
り、

端

が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
優
品
と
見
な
し
た
も
の
で
あ
る。

以
上
の
よ
う
に、

端
と
犬
養
の
交
流
は
光
緒
三
三
年
の
数
日
に
限

ら
れ
る
が、

端
は
犬
養
の
歓
送
迎
に
幕
僚
三
名
を
使
わ
し、

自
ら
も

三
度
も
食
事
を
と
も
に
す
る
ほ
ど
異
例
の
歓
待
ぶ
り
を
示
し
て
い
る。

ま
た、

端
は
後
述
の
ペ
リ
オ
と
同
じ
く、

犬
養
の
金
石
書
画
の
鑑
識

眼
を
認
め
て
い
る。
つ
ま
り、

犬
養
の
金
石
書
画
の
趣
味
を
事
前
に

理
解
し
た
上
で
答
礼
品
に
拓
本
を
選
定
し‘
―
二
日
の
晩
餐
会
に
は

書
画
碑
帖
や
古
籍
版
本
の
鑑
定
家
で
あ
り、

上
掲
『
壬
寅
消
夏
録」

の
審
定
に
も
携
わ
っ
た
謬
を
陪
席
さ
せ
た
上
で、

犬
養
に
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
優
品
に
観
記
を
記
す
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る。

ち
な
み
に、

端
は
観
記
を
含
む
題
跛
類
の
書
は、

金
石
書
画
に
精
通

し
た
自
身
の
幕
客
を
中
心
と
す
る
鑑
定
家
に
記
さ
せ
る
の
が
通
例
で

あ
り、

一
定
の
鑑
識
眼
が
な
け
れ
ば
記
す
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た

(25)
 

よ
う
で
あ
る。

従
来 、

端
と
日
本
人
と
の
収
蔵
を
め
ぐ
る
交
流
は、

内
藤
や
滝
が

端
緒
と
見
ら
れ
て
き
た
が
（
後
述） 、

犬
養
が
そ
れ
に
先
行
す
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た。

内
藤
は
明
治
四
三
年
以
前
に
も
訪
中
し
て

い
る
が、

管
見
の
限
り
で
は
端
と
の
交
流
は
確
認
さ
れ
ず、

加
え
て

内
藤
は
端
と
懇
意
に
し
て
い
た
羅
と
も
金
石
に
関
す
る
歓
談
を
行
っ

て
い
る
が、

こ
の
段
階
で
羅
か
ら
端
に
関
す
る
情
報
は
得
て
い
な
か

(
26)
 

っ
た
よ
う
で
あ
る。
ゆ
え
に、

内
藤
ら
の
調
査
の
契
機
は
懇
意
に
し

て
い
た
犬
養
の
第
二
回
訪
中
の
情
報
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

(
3)
ペ
リ
オ
(-
八
七
八
—一

九
四
五）

ペ
リ
オ
(
Paul
Pe
lliot 、

伯
希
和）
は
パ
リ
出
身
の
東
洋
学
者
で

あ
り、

学
術
的
価
値
の
高
い
敦
煽
文
献
を
フ
ラ
ン
ス
に
将
来
し
た
こ

(27)
 

と
で
著
名
で
あ
り、

二
度
に
わ
た
り

端
を
訪
問
し
て
い
る。
一
九
〇

八
年
（
光
緒
三
四
年）
に
は
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
端
と
接
触
し、

古
銅
器
を
中
心
に
鑑
賞
し
て
写
真
撮
影
も
行
っ
た。
ま
た、

収
蔵
家

の
斐
景
福
(-
八
五
四
ー
？）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
撮
影
や
謬
が
総

弁
を
務
め
る
江
南
図
書
館
で
古
籍
版
本
も
閲
覧
し
た。
こ
の
時
謬
は

ペ
リ
オ
か
ら
敦
煽
文
献
入
手
の
話
を
聞
い
て
い
た
が、

注
視
し
な
か

っ
た。

翌
年
六
月 、
ペ
リ
オ
は
再
び
端
の
も
と
を
訪
問
し、

端
が
五

大
臣
の一
人
と
し
て
出
洋
し
た
時
に
ベ
ル
リ
ン
博
物
館
で
採
拓
し
た

「
祖
渠
安
周
造
像
碑」
（
中
国
国
家
図
書
館
蔵）
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
題

跛
を
記
し、

持
参
し
た
敦
煙
文
献
を
端
に
示
し
た。

端
は
そ
れ
に
驚

愕
し、

敦
煽
文
献
の
回
収
に
努
め
た
が
果
た
せ
ず、

す
ぐ
に
学
部
に

い
た
羅
に
伝
え、

蔵
経
窟
に
残
存
し
た
古
書
を
回
収
さ
せ
た。
ち
な

み
に、

端
は
光
緒
二
五
年
に
敦
煽
の
千
仏
洞
か
ら
出
土
し
た
観
音
図

（
北
宋
の
開
宝
八
年）
を
収
蔵
し
て
お
り、

敦
燒
の
将
来
品
に
も
関

(28)
 

心
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る。

(98) 



(
4)
 フ
ー
リ
ア
(-
八
五
六
—一

九一
九）

フ
ー
リ
ア
(
Cha
rles
Lang
 Freer 、

弗
里
爾）
は
ア
メ
リ
カ
の

キ
ン
グ
ス
ト
ン
出
身
の
実
業
家
で
あ
り、

東
洋
美
術
の
収
蔵
家
と
し

て
名
高
く、

一
九
0
九
年
（
宣
統
元
年）
と
翌
年
に
端
の
も
と
を
訪

問
し
た。

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
て、
「
…
…

そ
れ
は
そ
れ
ま
で

に
見
た
最
上
の
も
の
で
あ
り、

端
方
氏
は、

そ
れ
ま
で
会
っ
た
最
も

(29)
 

鋭
敏
な
最
も
有
能
な
収
集
家
で
あ
る」
と
述
べ
て
い
る。

(
5)

内
藤
湖
南
(-
八
六
六
ー一

九
三
四）

ら
の
調
介
団一
行

明
治
四
三
年
（
宣
統
二
年） 、

敦
煽
出
土
の
古
書
調
査
の
た
め
に、

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
内
藤
・

狩
野
直
喜
(-
八
六
八
ー一

九

四
七）
・

小
川
琢
治
(-
八
七
0

|―
九
四一
）
の
三
教
授
と
富
岡

謙
蔵
(-
八
七
三
ー一

九一
八）
•

浜
田
耕
作
(-
八
八
―

|―
九

三
八）
の
二
講
師
が
北
京
に
派
遣
さ
れ、

こ
の
時
に
端
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
調
査
も
附
随
し
て
行
わ
れ
た。

経
緯
は
不
明
で
あ
る
が、

滝

精一
(-
八
七
三
ー一

九
四
五）
も
同
行
し
て
調
査
を
行
い、

さ
ら

に
景
賢
と
羅
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
も
別
に
行
っ
た。

と
こ
ろ
で、

上
述
の
端
と
交
流
し
た
海
外
の
収
蔵
家
や
研
究
者
ら

に
よ
っ
て、

端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
情
報
が
海
外
へ
発
信
さ
れ
た。

例
え
ば、

端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
調
査
し
た
滝
は、

帰
国
後
の
明
治

四

四
三
年
九
月一
0
日
に
国
華
社
で
開
か
れ
た
展
覧
会
に、

調
査
の
折

に
撮
影
し
た
端
や
景
賢
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
真
を
原
寸
大
に
引

き
延
ば
し
に
し
た
上
で
展
覧
す
る
と
同
時
に、
『
国
華」

第
二
五
0

号
（
明
治
四
四
年
三
月）
か
ら
順
次
解
説
付
き
で
掲
載
し、
「
端
方

氏
所
蔵
の
古
美
術」
（『
国
華』
二
五
0 、
一
九―
-

、

二
四
九
ー

ニ

五
二
頁）
を
発
表
し
た。
ま
た、

内
藤
ら
は
明
治
四
四
年
二
月
五
日

付
の
『
大
阪
毎
日
新
聞』
の
日
曜
附
録
に、
「
京
都
文
科
大
学
清
国

(30)
 

派
遣
教
授
報
告
展
覧
会
号」

と
題
し
た
記
事
を
報
告
し
た。

中
国
書
画
の
保
全
と
海
外
流
出

端
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
し、

図
版
の
出
版
刊
行
や
対
外
情
報

を
発
信
し
た
意
図
は、

中
国
書
画
の
保
全
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る。

光
緒
三
三
年 、

陸
氏
蔀
宋
楼
・

十
万
巻
楼
・

守
先
閣
の
蔵
書
が
岩
崎

弥
之
助
(-
八
五―

|―
九
0
八）
に
売
却
さ
れ
た。

同
じ
頃 、

銭

塘
の
丁
氏
八
千
巻
楼
の
蔵
書
も
散
侠
の
危
機
に
あ
っ
た。

端
は
謬
の

進
言
を
受
け
て
そ
の
蔵
書
を
購
入
し、

同
年 、
「
公
共」

の
図
書
館

(31)
 

（
江
南
図
書
館）
に
収
蔵
す
る
こ
と
で
そ
の
保
全
に
努
め
た。

端
は

中
国
書
画
も
丁
氏
の
蔵
書
と
同
様
に、

自
身
の
私
設
博
物
館
に
収
蔵

し、
「
公
共
的
鑑
賞」
や
「
眼
福
の
共
有」
（
上
掲
『
神
州
国
光
集」

部
叙）
に
よ
っ
て
散
侠
を
防
ぎ 、

中
国
国
内
で
の
保
全
に
努
め
よ
う

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

(99) 



一
方 、

端
の
進
歩
的
な
収
蔵
態
度
は
中
国
書
画
の
海
外
流
出
を
促

す
契
機
に
も
な
っ
た。
す
な
わ
ち、

辛
亥
革
命
で
端
が
横
死
す
る
と、

す
で
に
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
情
報
を
得
て
い
た
海
外
の
収
蔵
家
ら
に

よ
っ
て、

特
に
『
壬
寅
消
夏
録』
収
載
の
優
品
が
購
入
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る。

最
初
に
端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
普
目
し
た
の
は
『
国
華』
誌
創
刊

者
の
岡
倉
覚
三
(-
八
六
三
ー一

九一
三）
で
あ
り、

一
九―
二
年

（
民
国
元
年）
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
美
術
品
の
買
い
付
け
の
た
め

に
訪
中
し
た。

端
の
葬
儀
が
終
わ
る
ま
で
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
買

が
行
わ
れ
な
い
と
の
情
報
に
接
し
た
た
め
そ
の
購
入
を
断
念
し
た
が、

同
じ
く
「
国
華」
誌
に
紹
介
さ
れ
た
景
賢
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
か
わ

(32)
 

り
に
購
入
し
た。

そ
の
後 、

端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
遺
族
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ、

(33)
 

国
内
外
に
売
却
さ
れ
る。

海
外
へ
売
却
さ
れ
た
も
の
に
は、

端
旧
蔵

の
上
掲
「
察
忠
恵
公
謝
賜
御
書
表
詩
巻」

が
あ
る。
こ
の
詩
巻
は
端

の
遺
族
に
よ
っ
て
大
正
八
年
六
月
七
日
に
文
求
堂
主
人
の
田
中
慶
太

郎
(-
八
八
0

|―
九
五
一
）
を
介
し
て
中
村
不
折
(-
八
六
六
ー

(34)
 

一
九
四
三）

に
売
却
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る。

ゆ
え
に、

下
記
に
挙
げ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
購
入
時
期
か
ら
考
え
て、

端
の
遺

族
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る。

上
掲
「
晋
顧
他
之

洛
神
図
巻」

は一
九一
四
年 、
「
伝
郭
熙
硲
山
秋
響
図」
（「
壬
寅
消

夏
録」

未
収）
と
「
李
伯
時
蜀
川
図
巻」
（
同
前
第
四
冊）
は一
九

一
六
年
に
フ
ー
リ
ア
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ、
「
柁
禁」

は一
九
二
四

年
に
か
つ
て
交
流
の
あ
っ
た
フ
ァ
ー

ガ
ソ
ン
の
手
を
経
て
メ
ト
ロ
ポ

(35)
 

リ
タ
ン
美
術
館
に
購
入
さ
れ
た。
こ
の
ほ
か
に、

上
掲
「
黄
文
節
公

王
史
二
墓
志
稿
真
蹟
巻」
は
附
載
の
羅
跛
な
ど
に
よ
っ
て
大
正
六
年

頃
に
林
熊
光
（
字
は
朗
庵 、
一
八
九
七
ー一

九
七一
）
に
よ
り

入
手

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る。

(36)
 

な
お、

特
に
古
書
画
は
文
物
の
売
買
価
格
の
中
で
も
高
額
で
あ
り、

中
国
国
内
市
場
だ
け
で
は
受
け
入
れ
が
難
し
く、

売
却
先
を
海
外
へ

求
め
た
こ
と
も
海
外
流
出
の
要
因
の一
っ
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た

、

。

ヽ＞

本
稿
で
は、

端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開 、

図
版
の
出
版
刊
行、

対
外
情
報
発
信
の
側
面
か
ら
端
の
進
歩
的
な
収
蔵
態
度
に
つ
い
て
考

察
し
た。
こ
の
よ
う
な
端
の
態
度
は、

フ
ァ
ー

ガ
ソ
ン
と
の
交
流
に

よ
っ
て、

少
な
く
と
も
湖
北
巡
撫
在
任
時
よ
り

見
ら
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た。
ま
た、

端
は
中
国
書
画
を
自
身
の
私
設
博
物
館
に

収
蔵
し、
「
公
共
的
鑑
賞」

や
「
眼
福
の
共
有」

に
よ
っ
て
散
侠
を

防
ぎ 、

中
国
国
内
で
の
保
全
に
努
め
よ
う
と
し
た
が、
一
方
で
端
の

進
歩
的
な
収
蔵
態
度
は
中
国
書
画
の
海
外
流
出
を
促
す
契
機
に
も
な

お
わ
り
に
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っ
た 。

す
な
わ
ち 、

辛
亥
革
命
で
端
が
横
死
す
る
と 、

す
で
に
そ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
情
報
を
得
て
い
た
海
外
の
収
蔵
家
ら
に
よ
っ
て 、

特

に
『
壬
寅
消
夏
録」

収
載
の
優
品
が
購
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る 。

こ
の
中
国
書
画
の
海
外
流
出
は 、

中
国
国
内
で
の
そ
の
保
全
を
考

え
て
い
た
端
に
と
っ
て
は
お
そ
ら
く

意
図
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
が 、

中
国
書
画
の
保
全
と
い
う

観
点
か
ら
見
れ
ば
高
く

評
価
で
き
よ
う 。

端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
売
却
さ
れ
た
民
国
期
は 、

辛
亥
革
命
に
よ
る

王
朝
体
制
の
崩
壊
を
契
機
と
し
て 、

清
の
宗
室
や
高
官
の
も
と
か
ら

(

37
)
 

賂
し
い
書
画
を
含
め
た
文
物
が
放
出
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た 。

こ
の

よ
う
な
状
況
の
も
と
で 、

端
旧
蔵
の
中
国
書
画
が
海
外
の
し
か
る
べ

き
収
蔵
家
（
収
蔵
機
関）

に
購
入
さ
れ 、

今
日
ま
で
そ
の
命
脈
を
保

つ
こ
と
が
で
き
た
の
は 、

清
末
に
端
が
当
代
一

流
の
鑑
定
家
に
自
身

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
評
価
さ
せ 、

そ
の
信
頼
す
べ
き
情
報
を
海
外
へ

発
信
さ
せ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い 。

な
お 、

本
稿
で
論
じ
た
中
国
書
画
が
海
外
へ
流
出
し
た
契
機
は
そ

の
一

端
に
す
ぎ
ず 、

同
時
期
の
他
の
収
蔵
家
の
動
向
も
含
め
て
さ
ら

に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る 。

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い 。

注
(
1)

以
下 、

清
末
収
蔵
界
の
動
向
と
端
の
収
蔵
に
つ
い
て
は、

浅
原
達
郎

「『
熱
中」
の
人
ー

端
方
伝

ー
（一
）」
（「
泉
屋
博
古
館
紀
要」
四 、
一
九

八
七 、

六
四
ー

七
六
頁 。

以
下
続
刊
に
（
二）
〔
同
前
六 、
一
九
九
0 、

互
四

ー
八
一
頁〕
・（

三）
〔
同
前
七 、
一
九
九一

、
二
三

ー
四
七
頁〕
．

（
四）
〔
同
前
八 、
一
九
九
二 、

五
四

ー
八一
頁〕
・（

五）
〔
同
前
九 、
一

九
九
三 、

八
六

ー一
―
二
頁〕
・（

六）
〔
同
前一
0 、
一
九
九
四 、

六
九

ー
八
九
頁〕
・（

七）
〔
同
前 、
一
九
九
五‘
1
01
|-

―
苔一
頁〕） 、

中

村
伸
夫
「
中
国
近
代
の
書
人
た
ち」
（
二
玄
社 、
二
0
0
0 、
一
七
四

|―
七
七
頁） 、

菅
野
智
明
「
上
海
図
書
館
蔵
『
伺
斎
蔵
碑
跛
尾」」

（「
中
国
近
現
代
文
化
研
究」
―
-

、
二
01
0 、
一

ー
四
三
頁） 、

拙
稿

「
民
国
期
に
お
け
る
完
顔
景
賢
の
書
画
碑
帖
の
収
蔵
に
つ
い
て」
（
同
前 、

四
四

八
三
頁）

参
照 。

(
2)

大
里
浩
秋
「
宗
方
小
太
郎
日
記，

明
治
41
1

42
年」 、
『
人
文
学
研
究

所
報』

五
0 、

神
奈
川
大
学
人
文
学
研
究
所、
二
0一
三 、
一
―
五

ー

一
六
九
頁 。
な
お
「 ＇」
は
「 、」

に
改
め
た。

(
3)

労
祖
徳
整
理
「
鄭
孝
詈
日
記」
（
中
華
書
局 、
一
九
九
三）
宜
統
元
年

一
月
二
九
日
の
条
に、
「
…
…

午
後、

詣
南
洋
路、

至
愚
園
観
金
石
書

画
賽
会
議
事 。」 、

同
年
二
月
九
B
の
条
に、
「
…
…

午
後、

偕
稚
辛
．

伯
安
同
至
愚
園
観
書
画
賽
会 、

滸
人
甚
多、

逢
余
寿
平O
J

と
あ
る。

(
4)
以
下 、

端
の
博
物
館
に
関
し
て
は、

張
海
林
「
端
方
与
清
末
新
政』

（
南
京
大
学
出
版
社 、
二
0
0
七 、

五
0
九

ー
五一
四
頁） 、

拙
稿
「
第

二
期
に
お
け
る
完
顔
景
賢
の
書
画
碑
帖
の
収
蔵
に
つ
い
て」
（
石
田
肇

教
授
退
休
記
念
事
業
会
編
『
金
壺
集
ー

石
田
肇
教
授
退
休
記
念
金
石
書

学
論
叢

ー」 、

同
会 、
二
0一
三 、
二
六
四

ー
ニ
七
八
頁）

参
照 。

(
5)
中
央
公
論
美
術
出
版 、
一
九
六
五゚

(
6)

長
瀬
昭
之
助
一
幻
の
日
本
大
博
覧
会」
（『
古
地
図
研
究」
三
0
二 、

(101) 



一
九
九
六 、
二
0
|-――

―
頁） 、

古
川
隆
久
「
日
本
大
博
覧
会
計
画
に

つ
い
て」
（「
横
浜
市
立
大
学
論
叢」
人
文
科
学
系
列
第
四
八
巻
第一
号 、

一
九
九
七 、

八
三
ー一

―
0
頁） 。

(
7)

実
際
の
開
催
は
端
が
直
隷
総
督
に
転
任
後
で
あ
る。

前
掲
注
(
4)

張
氏
論
考
（
三
―
-

I
三
二
九
頁） 、

朱
英
「
端
方
与
南
洋
勧
業
会」

（
馬
敏
「
博
覧
会
与
近
代
中
国」 、

華
中
師
範
大
学
出
版
社 、
二
01
0 、

四
0
七
ー

四―
一
頁 。

初
出
は
「
史
学
月
刊」
一
九
八
八
年
第一
期）。

(
8)
上
海
書
画
出
版
社 、
一
九
八一

、

八一
ー

八
三
頁 。

(
9)

陳
跛
の
直
後
に、
「
羅
叔
言
先
生
見
陳
毅
書
評
日 、
『
是
不
似
陳
毅
真

筆』」 。

想
陳
氏
使
他
人
書
者
邪 。」
と
い
う
小
平
の
赤
ペ
ン
の
書
き
入
れ

が
あ
る。

本
書
は
小
平
が
満
洲
国
の
内
務
官
在
任
中
に
贈
呈
さ
れ
た
も

の
で
あ
り、

近
く
に
羅
が
い
た
た
め
に、

陳
跛
の
真
贋
を
尋
ね
た
の
で

あ
ろ
う。

な
お 、

小
平
は
外
交
官
で
碑
帖
の
収
蔵
家
と
し
て
著
名
で
あ

る。

植
野
武
雄
編
「
本
館
所
蔵
小
平
文
庫
目
録」
（
満
鉄
奉
天
図
書
館 、

一
九
四
二）

参
照 。

陳
(-
八
七
三
ー
？）
の
字
は
士
可、

湖
北
黄
陵

の
人。

蔵
書
家
と
し
て
著
名
で
あ
る。

(
10)

坂
田
玄
翔
「
清
末
・

民
国
時
代
の
影
印
本
に
つ
い
て
l、
「
季
刊
墨
ス

ペ
シ
ャ
ル」
ニ
―

碑
法
帖
・

拓
本
入
門 、

芸
術
新
聞
社 、
一
九
九
四 、

一
七
六
ー一

七
九
頁 。

(
11)
苑
慕
韓
主
編
「
中
国
印
刷
近
代
史」 、

印
刷
工
業
出
版
社 、
一
九
九
五、

互
七
0
ー

五
七一
頁 。

(
12)

菅
野
智
明
「
筆
写
文
字
資
料
の
影
印
に
対
す
る
近
代
的
認
識
の一
斑

ー
部
実
の
出
版
活
動
を
中
心
に
ー」 、

『
中
国
近
現
代
文
化
研
究」
一
五、

二
0一
四 、

五一
ー

八
五
頁 。

(
13)
以
下 、

海
外
流
出
文
物
の
動
向
は、

冨
田
昇
『
流
転
清
朝
秘
宝」
（
日

本
放
送
出
版
協
会 、
二
0
0
二 、
二
五
四
ー

ニ
七
0
頁）
参
照 。

(
14)
前
掲
注
(
4)
張
氏
論
考
（
四
五
八
ー

四
七
四
頁） 。

(
15)
以
下 、

フ
ァ
ー

ガ
ソ
ン
に
つ
い
て
は、

前
掲
注
(

1
)

浅
原
氏
論
考

（
五） 、

前
掲
注
(
4)

張
氏
論
考
（
四
五
八
ー

四
七
四
頁） 、
「
出
版
説

明」
（
福
開
森
・

容
庚
編
『
歴
代
著
録
画
目
正
続
編」 、

北
京
図
書
館
出

版
社 、
二
0
0
七 、
一
ー

三
頁）

参
照 。

(
16)

拙
稿
「
真
島
次
郎
『
丁
未
戊
申
清
国
漫
遊
日
記
」

ー
犬
姜
毅
の
第
二

次
訪
中
(-
九
0
七

一
九
0
八）
記
録
」
（「
中
国
近
現
代
文
化
研

究」
一
六 、
二
0一
五、

七
九

一
〇
六
頁）
に
よ
る。

た
だ
し
注
番

号
は
省
略
し
た。

(
17)

在
華
日
本
紡
績
同
業
界
編
「
訟
津
辰一
郎」
（
東
邦
研
究
会 、
一
九
五

幻゚

八 、
一
0
三
-1

0
四
頁） 、

謬
茎
孫
「
芸
風
老
人
日
記』
光
緒
三
三
年

0

―
二
月
九
日
の
条
（
張
廷
銀
・

朱
玉
麒
主
編
「
謬
茎
孫
全
集
日
記』
二 、

鳳
凰
出
版
社 、

二
0
一
四） 、
「
木
堂
家
信」

中
の
日
露
戦
後
遊
歴
巻

（「
新
編
犬
養
木
堂
書
簡
集』 、

岡
山
県
郷
土
文
化
財
団 、
一
九
九
二 、

二
七
三
ー

ニ
七
四
頁） 。

(
18）
二
0-
三
年―
一
月
四
日
に
実
見
調
査 。

伊
藤
滋
編
「
滸
墨
春
秋」

（
日
本
習
字
普
及
協
会 、
二
0
0
二 、
二
四
0
頁）

所
収 。

(
19)

前
掲
注
(

1
)

浅
原
氏
論
考
（
七） 。
な
お 、

前
掲
注
(

1
)

菅
野
氏

論
考
に、
「
…
…

端
が
欧
米
視
察
の
前
に
張
〔
祖
翼〕
と
の
対
面
を
果
た

し
て
い
た
な
ら
ば 、

端
の
エ
ジ
プ
ト

古
碑
入
手
に
は、

当
然 、

張
の
経

験
に
基
づ
く

情
報
提
供
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い。」

と
あ
る。

エ

ジ
プ
ト

(
20)
前
掲
注
(

1
)

浅
原
氏
論
考
（
五） 。

ま
た
一
埃
及
の
壁
画
拓
本」
（
目



一
九
0
0 、

録
番
号一
―
八 、

早
稲
田
大
学
会
津
八一
記
念
博
物
館
蔵
池
部
政
次
コ

レ
ク
シ
ョ
ン）
の
端
跛
に
は、
「
埃
及
五
千
年
古
刻
揚 、

奉
恰
父
茂
オ
方

家
黎 ゜

伺
父
端
方
題
記。」

と
あ
り、
「
伺
父」

朱
文
方
印
が
押
さ
れ
る。

そ
し
て
雷
跛
に
は、
一
陶
斎
尚
書
胎
余
埃
及
古
刻 、

不
下
数
十
幅、

均

為
友
人
索
去 、

此
留
簑
中。

日
本
池
部
襄
臣
星
侯 、

金
石
賞
黎
家
也。

援
宝
剣
烈
士
之
義、

即
以
奉
贈 。

甲
寅
伏
日
恰
父
雷
悦 。」

と
あ
り、

「
雷
悦
印
信」

白
文
方
印、
「
葬
父」

朱
文
方
印
が
押
さ
れ
る。

(
21)
『
尚
意
競
艶
ー

宋
時
代
の
書
ー」 、

公
益
財
団
法
人
台
東
区
芸
術
文
化

財
団 、
二
0―
二 ‘
1
0
頁 。

(
22)
中
田
勇
次
郎
『
黄
庭
堅」 、
二
玄
社 、
一
九
九
四 、
二
九
頁 。

(
23)
「
洛
神
図」
(
F1914 .
53 、
「
フ
ー
リ
ア
美
術
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

I

二
0一
五
年
二
月
二
八
日
現
在） 。

http://

www .asia .si.edu/Song
Yu
an/Fl914 .
53
/Fl914 .
53 .
asp
 

な
お 、

横
浜
正
金
銀
行
関
係
者
の
観
記
も
見
え
る
が、

こ
れ
は
端
が

借
款
の
締
結
を
称
し
て
記
さ
せ
た
の
だ
ろ
う。

(
24)

端
方
輯
．

謬
茎
孫
批
注
「
壬
寅
消
夏
録」
全
二
四
冊 、

文
物
出
版
社 、

二
0
0
四 。

な
お 、

本
稿
掲
載
の
端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
呼
称
は
こ
れ

に
基
づ
く。

(
25)

端
の
幕
下
の
鑑
定
家
に
つ
い
て
は
前
掲
注
(

1
)

菅
野
氏
論
考
参
照 。

管
見
の
限
り
に
お
い
て、

端
と
親
密
な
交
友
関
係
に
あ
っ
た
景
賢
は

時
々
端
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
過
眼
し
て
い
る
が、

そ
れ
に
題
跛
類
を
書

き
入
れ
た
形
跡
は
な
い。

(
26)
内
藤
虎
次
郎
「
支
那
漫
遊
燕
山
楚
水』 、

博
文
館 、

七
ー一

九
0
頁 。

一
八

(
27)
以
下 、
ペ
リ
オ
に
に
つ
い
て
は、

前
掲
注
(
4)

張
氏
論
考
（
四
五

八
ー

四
七
四
頁） 、

徐
俊
「
伯
希
和
劫
経
早
期
伝
播
史
事
雑
考
ー

羅
振

玉
題
跛
《
鳴
沙
石
室
秘
籍
景
本》
及
其
他」
（
黄
正
建
主
編
「
中
国
社
会

科
学
院
敦
煽
学
回
顧
与
前
脆
学
術
研
討
会
論
文
集」 、

上
海
世
紀
出
版

股
伶
有
限
公
司
・

上
海
古
籍
出
版
社 、
二
0―
二 、

四
六
ー

五
九
頁）

参
照 。

(
28)
滝
精一
「
端
方
氏
所
蔵
の
古
美
術」 、
『
国
華」
二
五
0 、
一
九―
一

、

ニ
四
九
ー

ニ
五
二
頁 。

(
29)
ジ
ョ
ン
．

A
・

ポ
ー
プ 、

ト
ー

マ
ス
・
ロ
ー
ト
ン
「
序」 、
フ
ー
リ
ア

美
術
館
編
「
世
界
の
美
術
館」
三
四
フ
ー
リ
ア
美
術
館 、

講
談
社 、
一

九
七
三 、

九
―
―二
頁 。
な
お 、
「
序」
に
指
摘
の
あ
る
フ
ー
リ
ア
の
日

記
は、
二
0―
一
年
一
0
月
＝一
三
日
に
来
日
中
の
ラ
ラ
・

ネ
テ
ィ
ン
グ

氏
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館）

に
伺
っ
た
と
こ
ろ、

日
記
は
現
存
す

る
も
の
の、

か
な
り

草
卒
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
に
判
読
で
き
な
い
箇

所
が
多
い
と
い
う。

(
30)

委
細
は、

前
掲
注
(

1
)

拙
稿 、

陶
徳
民
「
論
文
内
藤
湖
南
に
お
け

る
中
国
趣
味
の
形
成
と
そ
の
影
響
l

（
同
編
「
内
藤
湖
南
と
清
人
書
画

ー
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
品
集
ー』 、

関
西
大
学
出
版
部、

二
0
0
九 、
一
六
四
ー一

九
二
頁） 、

久
世
夏
奈
子
「「
国
華』
に
み
る

新
来
の
中
国
絵
画
ー

近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
美
術
観
の一
事
例
と
し

て
ー」

（『
国
華」
一
三
九
五、
二
0―
二 、

五
ー一

七
頁）
参
照 。

(
31)

楊
洪
升
「
謬
茎
孫
研
究」 、

上
海
世
紀
出
版
股
伶
有
限
公
司
・

上
海
古

籍
出
版
社 、
二
0
0
八 、
一
九
五
ー

ニ
0
二
頁 。

(
32)

前
掲
注
(

1
)

拙
稿 。

(103) 



(
33)
中
国
国
内
の
売
却
に
関
し
て
は、

前
掲
注
(
1)

拙
稿
参
照 。

(
34)

鍋
島
稲
子
「
察
襄
筆
「
楷
書
謝
賜
御
書
詩
表
巻」
に
つ
い
て」 、

前
掲

注
(
21)
「
尚
意
競
艶
ー

宋
時
代
の
書

ー」 、

七一
ー

七
二
頁 。

(
35)
前
掲
注
(
1)

浅
原
氏
論
考
（
五） 、

前
掲
注
(
13)
冨
田
氏
論
考
（
ニ

七
九

ー
ニ
八一
頁） 。

(
36)
例
え
ば
民
国
元
年
に
景
賢
は
蘇
試
「
黄
州
寒
食
詩
巻」
（
台
北
故
宮
博

物
院
蔵）

等
の
書
画
・

古
籍
版
本
を一
万
二
千
元
で
購
入
し
て
い
る。

前
掲
注
(
1)

拙
稿
参
照 。

ま
た、

山
中
定
次
郎
(-
八
六
六

ー一
九

三
六）
は
恭
親
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
「一
括
購
入」

し
た
こ
と
で
著
名

で
あ
る
が、

書
画
類
を
除
い
た
購
入
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
れ
を
物
語
っ

て
い
る。

前
掲
注
(
13)
冨
田
氏
論
考
(1
0
八

ー一
―
五
頁） 。

(
37)

前
掲
注
(
13)

冨
田
氏
論
考
（
八

ー一
五
頁） 。

附
記

本
稿
の
執
筆
に
際
し、

伊
藤
滋
氏
に
は
収
蔵
品
の
実
見
の
機
会
と
多
く
の
ご

教
示
を
賜
っ
た。

ま
た、

菅
野
智
明
氏
・

土
屋
幸
子
氏
・

松
村
茂
樹
氏
に
も

多
大
な
ご
教
示
を
賜
っ
た。

記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い。

本
稿
は
J
S
P

s

科
研
費
二
六
五
八
0
0
二
三
の
に
よ
る
成
果
の一
部
で
あ
る。

（
茨
城
県
立
水
戸
第
二
高
等
学
校）
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